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令和３年度定例監査（第１回）の結果について（報告） 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、定例監査を入間市監査基準に準拠し

実施したので、同条第９項の規定により、監査結果を報告します。 

㊢ 



 

 

1 

１  監査の種類   

 定例監査 

 

２  監査の対象   

 

監査実施期日 監 査 実 施 箇 所 

令和 3年 10月 6日（水） 東金子保育所、西武中央保育所、 

新光中央公園、 

西武学童保育室、西武第二学童保育室、 

東金子学童保育室、仏子学童保育室、 

新久学童保育室 

令和 3年 10月 8日（金） 東金子小学校、西武小学校、 

仏子小学校、新久小学校、 

西武中学校、東金子中学校、野田中学校 

令和 3年 10月 13日（水） 東金子支所、西武支所、学校給食センター、 

東金子公民館、西武公民館、 

東金子配水場、寺竹配水場、 

入間台加圧場 

 

３ 監査の対象とした事項及び範囲  

令和３年４月１日から実査日までの期間を対象とした、各施設等における財務に

関する事務の執行及びその他の事務の執行 

４  監査の着眼点   

各施設の管理及び利用状況、工事及び委託業務の執行状況、備品の管理状況、公

金及び切手等の保管状況、出勤簿、年次有給休暇簿の記載状況等に主眼を置き、事

務執行の適法性、効率性及び妥当性の観点から検証した。 

５  監査の実施内容   

令和３年度の財務等に関する事務の執行について、施設等の状況を確認するため

実地監査を実施するとともに、施設概要、予算執行に関する調書等あらかじめ提出

を求めた監査資料に基づき、関係職員からの事情聴取と、抽出により関係書類等の

実査を行った。 
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６  監査の結果   

監査の結果は、各施設共におおむね良好と認められた。しかしながら、一部には

検討又は改善を要する事項が見受けられたので、次のとおり注意事項及び要望事項

として記載する。 

 

（１） 保育所 

・ 西武中央保育所に隣接する駐車場のネットフェンスは、支柱の根本が露出し歩

道側に傾いている状況であった。フェンスが倒れる危険が懸念されることから、

事故防止のため早急に対応を検討し安全確保に努められたい。（保育幼稚園課） 

 

・ 西武中央保育所では昨今の水害の増加に備え防災マップを見直した。送迎に来

た保護者等が見やすいよう写真を多用し、園児の避難場所や危険個所等が工夫し

わかりやすく掲示されていた。良い取り組み事例は情報を共有し参考にされ、よ

り良い業務改善に一層努められたい。（保育幼稚園課） 

 

（２） 学童保育室 

・ 仏子学童保育室で雨漏りが発生していた。風が吹くと、校庭の砂が屋根の隙間

に入ってしまい、そこから雨水が侵入しているとのことであった。雨漏りをこの

まま放置しておくと、天井から壁面や床に広がり、被害が拡大していく恐れがあ

ることから、対応を検討し安全性の確保と計画的な維持管理に努められたい。（青

少年課） 

 

・ 仏子学童保育室の照明が宿題や読書をするには暗いと感じた。学童保育室には

広さの基準があるが、明るさの基準はないとのことであったが、室内の照度は、

机上で学習する環境に適した明るさが確保できるよう、検討されることを要望す

る。（青少年課） 

 

（３） 小・中学校 

・ 学校の刃物、薬品の保管状況については、コロナ禍の影響で使用頻度は低かっ

たものの、在庫数量と記録簿の数値を抽出突合した結果、概ね一致していたが、

一部の学校で記録簿への記載漏れがあった。（仏子小学校）また、各校とも記録

簿は共通の様式を使用していたが、購入時からの使用履歴が継続して綴られてい
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ないものや、ページの枠が埋まると欄外に記載しているもの、修正液で修正した

ものなど記載方法が不適切なものが見受けられた。記録簿は、薬品の在庫量と照

合し盗難や紛失に対処するためのものであり、適正に使用されているのかを確認

する証拠書類にもなるので、適正な記載及び管理に努められたい。 

 

・ 野田中学校の理科準備室では、割れたビーカーや試験管等の破片が専用の入れ

物に貯められたまま作業台の横に置かれていた。普段は鍵が掛かっており、生徒

の出入りの無い準備室とのことであったが、ガラスの破片等の危険物の管理は、

誤って衝突や転倒がおきても重大な事故とならないように、蓋の付いた専用の入

れ物等で、人の動線を避けた場所に一時保管し、定期的に廃棄するなど適切な管

理を望むものである。 

 

（４） 全体 

・ 昨年度の定例監査では、改善を要する事項として、認識しやすいＡＥＤ設置施

設の表示を徹底するよう意見させていただいたが、今回の監査対象となった全て

のＡＥＤ設置施設では、ＡＥＤ設置場所であることを示す赤色のＡＥＤハートマ

ークは、外から誰でも認識できる状態でわかりやすく掲示されていた。このよう

に、他の部課所で意見された事項についても、共通認識として全庁的に対応する

ことを今後も望むものである。 


